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機械器具74　医薬品注入器

【形状・構造及び原理等】

＜構成＞

【使用目的、効能又は効果】

筒先がロック形状の注射筒に接続して、ニードルレスアクセスポート

に差し込む器具である。

【品目仕様等】

メスコネクタ部を注射筒へ接続し、注射筒へ150kPaで15分間空気を送

り込んだとき、接続部から空気漏れがない。

【操作方法又は使用方法等】

1.包装から本品を取出します。

2.本品のメスコネクタ部を注射筒にしっかりと接続します。

3.本品のオスコネクタ部先端まで薬液を満たします。

4.接続するニードルレスアクセスポート及びキャップ部を消毒用アル

　コール綿等で消毒します。

5.本品のカバーを外し、オスコネクタ部をニードルレスアクセスポー

　トにまっすぐ押し込み、薬液を注入します。

6.注入終了後、ニードルレスアクセスポートからまっすぐ本品を引き

　抜きます。

 使用方法に関連する使用上の注意

●本品を注射筒へ接続する際は、過度な締め付けや横方向への負荷を

　加えたりしないこと。［本品の破損により血液又は薬液漏れ、エア

　の混入が生じる可能性がある。］

●接続部に薬液等を付着させないこと。［接続部に緩みが生じる。］

●本品を注射筒へ接続した状態で、過度な負荷をかけないこと。［本

　品が外れる、及び接続が緩み薬液が漏れる可能性がある。］

●ニードルレスアクセスポートに接続及びその後の引き抜き時には、

　ねじらず、まっすぐ操作を行うこと。［ねじった場合は、注射筒と

　の接続部が緩み、液漏れ等が生じる可能性がある。]

●接続後は、漏れ等の異常がないことを確認すること。

【使用上の注意】

1.重要な基本的注意

●包装を開封したらすぐに使用すること。

●包装が破損、汚損している場合、及び製品に破損、変形等の異常が

　認められる場合は使用しないこと。

●併用する医薬品及び医療機器の添付文書を確認後、使用すること。

●オスコネクタ部はロック構造となっていないため、注液中及び注液

　後はニードルレスアクセスポートに接続した状態で放置しないこと。

●使用中は本品の破損、接続部の緩み及び薬液漏れ等について、定期

　的に確認すること。

2.その他の注意

●オスコネクタ部には直接手を触れないこと。

●使用後は感染防止に配慮して安全な方法で処分すること。

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】

1.貯蔵・保管方法

●水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光を避けて保管すること。

2.使用期限

●箱の使用期限欄を参照すること。［自己認証(当社データ)により設

　定］

【包装】

100本／箱

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】

製造販売元及び製造元

株式会社ジェイ・エム・エス

広島市中区加古町12番17号

郵便番号：730-8652

電話番号：082-243-5806

2773742.1 Y/11
添付文書管理番号 12590Z021/1 

【禁忌・禁止】

●再使用禁止

●本品は、当社のニードルレスアクセスポートを含む以下の医療

　機器専用であり、他社、他仕様のニードルレスアクセスポート

　に接続しないこと。［血液又は薬液漏れ、エアの混入が生じる

　可能性がある。］

　・プラネクタ(医療機器承認番号21100BZZ00335000)

　・プラネクタを組み込んだ医療機器

　・ＪＭＳ人工腎臓用血液回路

　　　　　　　(医療機器承認番号15900BZZ00364000)

　・ＪＭＳ人工腎臓用血液回路ＳＴ

　　　　　    (医療機器認証番号21800BZZ10097000)

　・セーフミック　ＴＰＮバッグ

　　　　　  　(医療機器届出番号34B1X00001000057)

注射筒・針用アダプタ　35384000 　　　　一般医療機器
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